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研究データ共有時代における図書館の
新たな役割：研究データマネジメントと

データキュレーション
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　研究データの採取コストが高い天文学、地球科学、
ゲノミクス、素粒子物理学といった分野では、世界中
の研究者がデータを共有して問題解決にあたり、目覚
ましい成果を上げてきた（1）。近年、研究の信頼性の向
上やオープンアクセスの方針といった様々な要因に
よって研究データ共有が拡大している。さらに助成機
関によるデータ公開の義務化が相次いでいることを契
機として、海外の学術図書館は研究データ共有の支援
サービスを開始している。本稿では、「研究データマ
ネジメント」や「データキュレーション」と呼ばれる
これらのサービス、すなわちデータリポジトリの運営
やガイダンスといった業務の内容と、そのための人材
育成について紹介する。

1. 研究データ共有の意義と動向
1.1 研究の効率化と信頼性の向上
　研究データ共有（Data Sharing）の成功例としてし
ばしば言及されるのは、ヒトの全遺伝子配列を解読し
たヒトゲノムプロジェクトである。バミューダ原則（2）

によって、世界中の研究者が解読した遺伝子配列をパ
ブリックドメインで 24 時間以内に公開するように定
められたことで、当初の予定より 2 年早く、プロジェ
クト開始から 13 年で達成された。その後も生命科学
分野では研究データの共有と再利用が盛んに行われ、
新たな成果を生み出している（3）。
　一方、研究データの改竄や論文の捏造は、長年にわ
たって科学界の重要な問題と目されてきた。複数の調
査によって“医学生物学論文の実験結果は 70%以上が
再現できない”（4）とする指摘もあるが、研究データの
公開によって追試や再現を可能にし、研究の透明性を
向上させることでこうした問題に対応できるものと期
待されている。特に臨床試験データは被験者のプライ
バシーと企業の利益保護のため公開が困難であるとさ
れてきたが、公開に向けた調整が進んでいる（5）。2013
年 11 月には、東京大学医学部附属病院の大学病院医
療情報ネットワーク研究センターが、すべての研究者が
活用できる症例データリポジトリ UMINI-ICDR の運用
を開始した（6）。
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1.2 研究データ公開の義務化
　オープンアクセスの趨勢も研究データ共有を牽引し
ている。経済開発協力機構（OECD）（7）や米国大統領
府科学技術政策局（OSTP）（8）、欧州議会（9）といった政
府組織が、公的資金による研究成果を広く市民に公開
するために、論文（出版物）と同様にデータを公開す
るよう指示している。さらに、助成金の申請にあたっ
て研究データをどのように保存し、共有するのかを記
載した「データマネジメント計画」（10）の提出を義務付
ける助成機関が増えており（11）、図書館が支援に乗り
出す契機となっている（E1481 参照）。たとえば、健
康科学分野では図書館員の新たな役割として、補助金
の申請支援や、「データマネジメント計画」の作成と
その実施の支援が行なわれているという報告がある

（E1508 参照）。
　日本ではまだ義務化されていないものの、文部科学
省や厚生労働省、科学技術振興機構の助成を受けた一
部の研究については、公募の段階からデータ共有への
協力を呼びかけている（12）。データ共有による研究の
効率化は、助成金の節減にもつながる。

1.3 分野を超えた活用と引用、インパクトの測定
　さらに、分野を超えて研究データを活用し、新たな
成果を生み出すことをめざした国際活動が行われてい
る。たとえば、現在 57 カ国が参加している研究デー
タ同盟（Research Data Alliance）は、“ 障壁なきデー
タの共有 ” をスローガンとして（13）、メタデータなど
の技術的な基盤と共通方針などの社会的基盤の構築
に努めている（E1531 参照）。研究データ同盟と連携
している DataCite は、研究データに永続的な識別子
である DOI を付与し、データの発見、引用、その追
跡とインパクトの測定に資することを目指しており、
2014 年 2 月現在、260 万件を超えるデータが登録さ
れている（14）。
　 ト ム ソ ン・ ロ イ タ ー 社 は 2012 年 11 月 に Data 
Citation Index を公開し（15）、Web of Science（公開当
時の名称は Web of Knowledge）に収録している論文
と研究データのリンクや引用データを提供している

（16）。また、研究データを公開すると、元論文の引用
が増えるという調査もある（17）（18）（19）。さらに、2013 年
1 月から米国科学財団（NSF）の助成金申請のガイド
ラインが変更され、業績は「出版物（publication）」
から「生産物（products）」に名称が変わり、論文
と並んで研究データを挙げられるようになった（20）。
2014 年 5 月には、Nature Publishing Group から研究
データのみを採録するオープンアクセス誌 Scientific 
Data が刊行される予定である（21）。
　このように、研究データが分野を超えて活用され、



カレントアウェアネス　NO.319（2014.3）

22

論文と同様に業績として評価される仕組みが整いつつ
ある。こうした状況は、研究者にとって共有のインセ
ンティブにも、強制力にもなるだろう。また、図書館
においても出版物と同様にデータを収集することが自
然なこととなるかもしれない。

2. 研究データマネジメントの３つの役割
　研究データ共有の拡大とともに、図書館には新たな
役割が期待されている。米国の研究者 1,329 名を対象
とした 2010 年の調査によれば、自身のデータに他の
研究者が容易にアクセスできるとした回答者は 36.2%
に留まり、その理由として、充分な時間がないこと

（53.6%）、資金がないこと（39.6%）、データの登録先
がないこと（23.5%）などが挙げられている（22）。デー
タを公開したい、あるいは公開しなければならないが、
実現できずにいる研究者を支援することが、図書館に
期待されている（23）。
　さて、研究データ共有に関する図書館サービスの総
称として「研究データマネジメント（Research Data 
Management、以下 RDM）」が用いられることが多
い。図 1 は、英国のディジタルキュレーションセンター

（Digital Curation Centre: DCC）による RDM サービ
ス構築ガイド（24）に掲載された RDM サービスの要素
で、（1）機関全体の研究データ公開ポリシーやサービ
スの実施計画を立てること、（2）データの長期保存と
公開を支援すること、（3）研究者へのガイダンスや研
修を行うことの３点から構成されている。以下では、
各要素について実例を交えながら紹介する。

2.1 データポリシーとサービス実施計画の策定
　大学や研究機関における RDM サービスは、ポリ
シーや戦略の策定と、実施のためのコスト計算や年
次計画からはじまる。2012 年に英国で行われた調
査によれば、公式なデータポリシーがある大学は
30.9%、2013 年に作成を予定している大学は 43.2%
であり、7 割以上の大学がポリシーの策定に取り組ん
でいる（25）。各大学や学術機関のポリシーは、DCC の
“UK Institutional data policies（英国）”（26）や、研究者
への情報提供を目的として、ノーステキサス大学図書
館、同大学情報学科、そして図書館情報資源振興財団

（CLIR）が協同運営している DataRes の “University 
Data Management Policies（米国）”（27）などにまとめ
られている。
　たとえば、エディンバラ大学は 2011 年 5 月に英国
ではじめて RDM ポリシー（28）を策定し、2012 年 8 月
から 2014 年 8 月までのロードマップ（29）とともに公開
している。ポリシーは、「新規の研究申請には研究デー
タマネジメント計画を含めなくてはならない」など
10 項目あり、ロードマップにはデータマネジメント
計画、インフラストラクチャ、データの管理責任、デー
タマネジメント支援の 4 部門の目標と、予想される成
果がフェーズ 0 から 2 までの 3 期間に分けて記されて
いる。
　2013 年 8 月に DCC やエディンバラ大学でインタ
ビューを行ったところ、機関全体のポリシー策定や戦
略、実施計画の立案にあたっては、図書館がリーダー
シップを発揮していること、また、分野や研究者によっ
て支援のニーズが大きく異なるため、充分なコミュニ
ケーションが必要であることなどが語られた（E1481
参照）。

2.2 データキュレーション
　図書館の第二の役割は、研究データ共有のための技
術的な支援、すなわちデータキュレーションである。
データキュレーションの定義は多様だが（30）、ここで
は研究に用いたデータを公開し、アクセスと再利用を
可能にするための計画、選択、組織化、長期保存まで
の一連の過程とする。
　まず、助成機関や学術雑誌のポリシーに応じてデー
タの登録先、方法、保存期間といったデータマネジ
メント計画を作成する。登録先としては、GenBank
や Dryad（31）など分野別のリポジトリや学術雑誌の出
版社のサーバ、助成機関のリポジトリ、figshare（32）な
どのデータ保存・共有サービス、そして著者の所属
機関のデータリポジトリ（33）などがある。また、「デー
タマネジメント計画」作成の補助ツールとして、カ
リフォルニア大学キュレーションセンター（UC3）の

図1　DCC「Components of an RDM service」
出典:	Jones,	Sarah	et	al.	How	to	Develop	Research	Data	Management	
Services	-	a	guide	for	HEIs.	DCC.	2013,	22p.	
　http://www.dcc.ac.uk/sites/default/files/documents/
publications/How-to-develop-RDM-services_finalMay2013rev.
pdf,	（accessed	2014-01-16）.
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DMPTool（34）、バース大学の Research360 によるテン
プレート（35）、DCC によるチェックリスト（36）や助成機
関のポリシー一覧（37）といった資料が公開されている。
　英国の社会・経済学分野のデータを収集する UK 
Data Archive は、データキュレーションを
 （1）データの転送
 （2）データをどのレベルで処理するかの割り当て
 （3）データ処理
 （4）データの付属ドキュメントの処理
 （5）メタデータの作成
 （6）ユーザ情報の追加（Read ファイル）
 （7）データ目録の公開
 （8）ダウンロードシステムによるデータの配信
 （9）データの保存
の 9 段階で説明している（38）。長期的な保存と広範な
アクセス、および再利用を目指すためには、（3）デー
タ処理にあたっては適切な形式へとマイグレーション
を行い、（5）メタデータはできるだけ標準化されたス
キーマを選択してハーベスティングに備え、（7）デー
タ目録の公開では引用や評価を見据えた DOI の付与
や論文とのリンクを行うこと、そして著作権や倫理規
定に応じた認証などの仕組みも必要だろう。
　こうしたサービスは、データライブラリアン、サブ
ジェクトライブラリアン、リポジトリマネージャー、
IT サービス担当、リサーチアドミニストレータなど
が連携しながら実施している（39）。

2.3 研究者のためのトレーニングと支援サービス
　RDM における図書館の第三の役割として、研究者
や大学院生を対象としたガイダンスやトレーニングが
ある。RDM の重要性や実践のための技術や知識を伝
えるために、ウェブサイトを構築し、研修、コンサル
ティングサービスなどを提供している。
　RDM のサイトでは、機関のポリシーや、メタデー
タや著作権、データ引用といったトピックの解説、助
成機関のポリシー、「データマネジメント計画」の作
成アドバイス、ワークショップや研修の案内などを
まとめて掲載していることが多い。ケンブリッジ大
学（40）、MIT（41）、UCLA（42）など多くの大学で RDM サ
イトが作られているが、専門分野に関するトピックは、
他大学の研究者にとっても有用だろう。
　図書館員が研究者や大学院生に研修を行うための
教材も公開されている。UK Data Archive は、計
画、データ形式、蓄積など 8 つのトピックについて、
PowerPoint スライドやプレゼンテータ向けのガイド、
練習問題、テストなどの教材を提供している（43）。また、
マサチューセッツ大学の “New England Collaborative 
Data Management Curriculum”（44）では、健康科学や

技術分野の学生や研究者にデータマネジメントを教え
るための 7 つのモジュールと教材を提供している。
　ミネソタ大学図書館による支援サービスの実績を見
てみよう。2010 年から 2013 年秋にかけて、RDM サ
イト（図 2）への訪問数は 47,862、教職員向けのワー
クショップ「データマネジメント計画」への参加者は
360 名であった。また、大学院生のオンラインコース

「データマネジメント（単位なし）」の履修者は、2012
年秋と 2013 年春の 2 回で合計 58 名だったという（45） 。

　なお、2013 年に発表された 9 か国 30 大学を対象と
した調査によれば、図書館に研究データマネジメント
関連の専属職員を雇用・配属している大学は 56.7%、
教員へのトレーニングを行っている大学は 46.7%、助
成金申請等のためのデータマネジメント計画に関する
アドバイスを行っている大学は 63.3%であった（46）。

3. 研究データマネジメントのための人材育成
　北米の図書館で、2011 年 10 月から 2012 年 4 月に
出されたデータキュレーション担当の求人情報 173 件
を分析した調査によれば、コミュニケーション、コン
テンツのキュレーションと保存、マネジメントや計画、
評価、システム管理といった能力が要求されている（47）。
このような需要に応えるため、図書館情報学大学院や
インフォメーションスクールでは、研究データマネジ
メントに関連するコースやプログラムが提供されてい
る。たとえば、イリノイ大学の図書館情報学大学院修
士課程のデータキュレーションのコースには、メタ
データやデジタル保存といった必修科目のほか、デジ
タルライブラリーやオントロジー開発といった科目が
ある（48）。
　また、現職の図書館員のための研修プログラムや
ワークショップも実施されている。CLIR の報告書

図2　ミネソタ大学図書館「Data Management」
出典：“Data	Management	-	Home”.	University	of	Minnesota	
Libraries.	
　https://www.lib.umn.edu/datamanagement,	（accessed	2014-
01-16）.
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である “The Problem of Data” には、ノースカロラ
イナ大学チャペルヒル校の DigCCurr II Professional 
Institute（49）、 米 国 議 会 図 書 館（LC） の Digital 
Preservation Outreach and Education（50）、DCC の
Data Curation 101（51）などが紹介されている。ただし、
これらは修了証を発行しておらず、インセンティブが
弱いとされている（E1330 参照）。
　DCC の「データマネジメントとキュレーション教
育と研修」（52）では、欧米の大学や関連機関のコースや
研修プログラムを、イリノイ大学の「データキュレー
ションカリキュラムサーチ」（53）では、米国の大学で実
施されているコースやプログラムを検索できる。
　現職者にとっては、ウェビナーやオンラインコース
の方が活用しやすいかもしれない。誰でも参加できる
無料のウェビナーは、各国の機関によって実施され、
資料や映像が公開されている（54）。筆者は 2013 年 9 月
に英国逐次刊行グループ（UKSG）が開催した「研究
データマネジメントとは何か、そしてそれを支援す
る図書館の役割は？」と題する初学者向けのウェビ
ナー（55）に参加した。講師はシェフィールド大学イン
フォメーションスクールのアンドリュー・コックス

（Andrew Cox）氏で、「バーミンガム大学の研究デー
タは、約 10 億フォルダにのぼる」といった具体例を
交えながら、研究データマネジメントが重視されるよ
うになってきた背景、研究者にとっての問題点、図書
館が担う役割などが解説された。45 分と短時間なが
ら、重要な論点がコンパクトにまとめられ、随時質問
することもできるなど、充実した内容だった。
　図書館員に向けた独習用のオンライン教材として
は、DataONE の Education Modules（56）やシェフィー
ルド大学の RDMRose（57）などがあり、データマネジメ
ント全般についての体系化された教材が提供されてい
る。また、文献管理ツールの Mendeley には、図書館
員を中心とした”Data Management for Librarians”（58）

というグループがあり、関連論文が共有されている。
　このように、RDM サービスのための情報やチュー
トリアルビデオといった有用なツールが、まるで研究
データのように公開され、国を超えて研究者や図書館
員に共有されている。グラスゴー大学の RDM 担当ス
タッフはわずか数名だが、公開されている資料を活用
することによって、効率的にサービスを構築している
という。

おわりに
　データ共有は、研究のライフサイクルに欠かせない
要素となりつつある。その重要性は充分に認められる
ものの、実現にあたっては、技術、制度、法や倫理、
財源など、未解決の問題や障壁も多い。こうした状況

で図書館が支援を行うことには、困難や試行錯誤が伴
うだろう。しかし、先行事例に学びながら「研究デー
タ共有の支援」という新たな役割を担うことによって、
図書館は研究活動に欠かせないパートナーとなりうる
のではないだろうか。
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はじめに
　大学図書館にとって、コレクションを管理すること
は重要な使命のひとつである。現在の教育・研究を支
えるために新しい資料を受け入れ、さらにそれらを将
来の利用のために保存するという責任を果たそうとす
るとき、図書館はスペースの問題に必ず直面する（1）。既
存の資料を費用対効果が高く効率的な方法で所蔵し、
かつ、新しい資料を所蔵するためのスペースを空け、
さらに最近では、ラーニングコモンズのような学生の
ためのスペースを確保することも加わり、冊子体資料
の管理は図書館員を悩ませる課題となっている。
　こうしたスペース問題に対処するため、北米の大学
図書館では主に次のような方法で、冊子体資料の管理
に取り組んできた。

（1）各大学で独自に、キャンパス内外に新たな書庫を
建設し、利用頻度の低い資料を移す。

（2）複数の大学で共同利用する書庫を建設し、利用頻
度の低い資料を移す。ただし、書庫内の他機関の資
料については関与せず、書庫内の資料の所有権はそ
の資料を預けた図書館にあり、各機関はあくまでも
施設を共有するのみである。この種の共同書庫は「デ
ポジトリ（Depository）」（2）、あるいは “Cooperative 
Storage”（3）などと表現される。

（3）大学間やコンソーシアム内でコレクションの共
同運用協定を結び、原則として複本を持たず、その
集団内で 1 冊のみを保存するよう調整する。この
手 法 は “Shared Print Repository”、“Shared Print 
Archiving”、“Collective Collection” な ど 様 々 な 表
現がある（4）。また、特定の共同書庫において資料を
保存する場合と、各参加機関の図書館や書庫におい
て資料を保存する場合の両方があり、前者は「集中
型」（5）、「リポジトリ（Repository）」（6）“Collaborative 
Storage”（7）、後者は「分散型」（8）、“Virtual Storage”（9）

などと表現される。
　本稿では、これら 3 種類の冊子体資料の管理手法に
ついてその特徴と代表的な事例を紹介し、最後に日本
における冊子体資料の共同管理の可能性について述
べる。

動向レビュー

＊名古屋大学附属図書館


